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リタロクス懸濁用配合顆粒使用上の注意改訂のお知らせ 
 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるリタロクス懸濁用配合顆粒の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しまし

たのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 

 

◆「併用注意」の項に下記を追記致します。（   部追加） 

改  訂  後 現   行 

（３）相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

【略】 

ドルテグラビル 
ナトリウム 

ドルテグラビルの血漿中

濃度をCmaxで 72%、C24
で74%低下させる。ドルテ

グラビルナトリウムは本

剤投与 2 時間前又は 6 時

間後の投与が推奨される。 

錯体を形成するこ

とにより、ドルテ

グラビルの吸収が

阻害される。 

ダサチニブ 本剤との同時投与は避け

ること。本剤の投与が必要

な場合には、ダサチニブ投

与の少なくとも2時間前

又は2時間後に投与する

こと。 

ダサチニブの吸収

が抑制され、血中

濃度が低下する可

能性がある。 

ガバペンチン 同時に投与することによ

り、ガバペンチンの最高血

漿中濃度 (Cmax)が17％
及び血漿中濃度－時間曲

線下面積 (AUC)が20％低

下した。本剤の投与後少な

くとも2時間以降にガバ

ペンチンを服用すること

が望ましい。 

機序不明 

エルトロンボパ 
グ オラミン 

同時に服用するとエルト

ロンボパグ オラミンの吸

収が著しく妨げられるこ

とがあるので、投与前4時

間及び後2時間は本剤の

投与を避けること。 

錯体を形成する。 

ラルテグラビル ラルテグラビル投与前後

6時間以内に本剤を併用

投与した場合、ラルテグラ

ビルの血漿中濃度が低下

する。 

キレート形成によ

りラルテグラビル

の吸収抑制等がお

こるおそれがある。

リオシグアト 本剤投与はリオシグアト

投与後1時間以上経過し

てからとすること。 

消化管内 pH の上

昇によりリオシグ

アトのバイオアバ

イラビリティが低

下する。 
 

（３）相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

【略】 

ドルテグラビル

ナトリウム 
ドルテグラビルの血漿中

濃度をCmaxで 72%、C24
で74%低下させる。ドルテ

グラビルナトリウムは本

剤投与 2 時間前又は 6 時

間後の投与が推奨される。 

錯体を形成するこ

とにより、ドルテ

グラビルの吸収が

阻害される。 

 
 
 

【以下記載なし】 

 
以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 
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